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(Banyumas) に伝わるダラン・ジュンブルン (dalang j em blung) ，の分析を通じて解明しようとす
る民族音楽学的研究であるo 全体は，第 1 部「導入部J ，第 2部「二つの民俗伝承ージャワ及びパリの影
絵芝居J ，第 3 部「パニュマスのダラン・ジュンブルンの分析J ，第 4部「結論J の四部から構成されて
いる。本文は英語で，論文内容の要旨は英語，インドネシア語及び日本語で書かれている。





代のインドネシア・マレー文化の伝統， 2) 古代アジア文化の伝統， 3) インドの文化伝統の三つの流れ
の出会いにより展開された。乙のような伝統主義が，ジャワ及びパリの人々のなかに文化の持久性












部ジャワのディエン高原 CD i e ng p 1 a t ea u )への定着，そしてそこでの古代ジャワの伝統的民族芸術と
してのワヤンの誕生について論じられる。
第 2 部，第 3章「ワヤンの二つの民俗伝統，ジャワとパリ J では，西南インドネシア(西はスマトラ島





述べられる。パリのワヤン・ルマー Cwayang lemah) は，その乙とを示す確かな例である。ワヤン・
ルマーが一つの楽器，即ちグンデル Cgendèr) しが用いないにせよ，ゴン Cgong) ，クンダン










第 5章「パリのワヤン・ササ J ではパリの伝統文化としてのワヤン・ササがパリ島東南部の町，カラン
ガセムにしか見られないという不思議な現象について論じられる。第二次世界大戦以前は，カランガセム
のワヤン・ササはカランガセム王宮の庇護のもとにあり，その上演権はカランガセムのバラモン階級の僧





















的分析が行われる。乙の分析の目的は， 1) 本質をめぐる多面的なアフ。ローチの導入， 2) より良い理解
のための比較研究の試み， 3) 効果的にダランの語りを追うこと， 4) ダランの言葉ないしは語りの意味
の理解等にある。乙乙で使用される方法は帰納的方法である。乙の方法による分析結果は，次章での詳細
な分析にとっての有効な基礎を提供するものである。






第 4 部，第 1 0 章「併存する文化の持久性と融合性」では，文化の持久性ないしは受容性と融合性が論
じられる。文化の融合は何度か起乙った。即ち， 1) 西南インドネシアの地域文化と，その起源を中央ア
ジアのシャーマニズム伝統のうちに持つ東南アジア大陸部の伝統文化との聞の融合， 2) 上記 1 )と古代











ン (sheng) (中国の笠) ，クプラ (keprak) (割れ目太鼓) ，号|っかく楽器 (garuk )，オカリーナ
その他様々な楽器の到来，ゲロンガン (gérongan) (男声斉唱) ，パヌンプロモ (panembromo)
(ジャワの混声斉唱) ，パニュンブロモ (panyembromo) (パリの伝統的な斉唱) fと見られるジャワの
伝統音楽への仏教歌唱の導入，マジャバイト (Majapahit) 時代に頂点に達する仏教及びヒンドゥー教
のジャワ化，その例としての東部ジャワのシヴァ・仏教寺院でクルタヌ力炉ラ (Kretanegara) 王を杷る
チャンディ・ジャウィ( c and i J a w i ) ，東部ジャワの町，マラン (Ma1 ang) jf(郊のヒンドゥー教・
仏教混請のモニュメントとなった建造物であるパイラワ (Bhai rawa) を杷るシンガサリ寺院(candi 
S ingasar i ) ，ジョクジャカルタのスルタンのメッカ巡礼の実態，天上の踊りとしてのブドヨ・クタワ











ウカル山の斜面でパリ暦の 6 ヶ月毎に挙行されるヒンドゥー教の祭，オダラン (oda1 an) は，古代パリ
の音楽文化理解の鍵となり得るものと解釈できる。その理解に必要な要素は， 1) 聖なる寺院の祭の進行
のクライマックスにおいて，夜，境内の内陣で行われる奉納の踊り，ペンデ (pèndet) の果たす役割，
2 )乙の祭に招かれた神々への奉納としてのガムランの曲， 3) 一組のガムランの楽器としてのゴン・ル
ワン (gong luwang) の起源の推定である。もしもパリのルジャン (rej ang) がタイのリャン
(Ryang) と歴史的な関連があるとするならば，ゴン・チャイムないしはプンチョン (pencon) 楽器を
伴うパリの音楽は明らかに古代マレー・インドネシア人の居住地であったアジア大陸にその起源を持つは
ずである (Beals; Hoijer 1959:182) 。今日まで，殆ど誰一人として<ウダン・マス (Udan
mas)>という曲 (gending) の聖なる意味を理解していない。乙の曲は，以前にはヒンドゥー教寺院
(cand i) (パリ語では pura と言う)の祖霊信仰儀礼としての祭に関連して演奏されたもので，それは
西暦紀元 9 世紀の中部ジャワにおけるヒンドゥー教復興の時代のパリトゥン王(R a j a B a 1 i t ung )の
墓廟であったと思われるシヴァ神を祭る寺院で演奏された曲である。元来ロンボク島の西部にもたらされ
たカランガセムのワヤン・ササは， ロンボク島でのイスラーム教布教と結びついた民俗伝統であるo
最後に，全 1 1 章の内容から帰納される様々な仮説が， 7 5 項目に整理されて，本論文の課題， rジャ
ワ及びパリの音楽文化理解の鍵としての民俗伝統j についての結論とされている。
戸huA守
以上の本文は 226頁であるが，他に地図 (7 葉) ，英語，インドネシア語，日本語による内容の要旨









































論j では話題がやや散漫となり，最後に結論の結論に代えて 7 5 の仮説を置くにいたってはいささか冗長
の感がある。しかし論述が堂々めぐりすると乙ろは，西洋的発想からすれば，論理の破綻と思われるかも
しれないが，絶えず同じ話題に戻りながら，そのテーマを増殖しつつ重ねていく方法は，ガムランの円環
的楽曲構造にも共通する中部ジャワ人独特の思考法として評価されなければならない。巻末の用語解説は
確かに有益ではあるが，その選択の基準が必ずしも明確でない。専門用語として取り上げて欲しいものは
まだ他にも多くあるように思われる。しかしながら，乙れらの点は，今後，別な形で継続発展されるべき
問題であり，極めて密度の高い本論文の価値を損なうものではない。
以上のように，本論文はインドネシア人自身によるインドネシアの民族音楽学的研究として従来の研究
の水準をはるかに越える優れた論考であり，文学博士(論文)の学位申請論文として十分の価値を有する
ものと認定する。
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